
湖東 

と し ょ か ん ひ ろ ば  
本と出会い、人と出会い、仲間が生まれる図書館 2024年９月 第２８０号 

Ｂｏｏｋｓ ａｒｅ ｆｏｒ ａｌｌ  東近江市立永源寺・愛東・湖東図書館 

                            

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

＜永源寺図書館＞ 

21日(土)14：00～15：20 

「無法松の一生」（邦画） 

＜湖東図書館＞ 

７日（土）14：00～16：00 

「E.T.」（洋画・吹替） 

** ９月の映画会 ** 

永源寺図書館 開館：10時～18時 

tel:0748-27-8050 IP:050-5801-8050 

fax:0748-27-8090 

愛東図書館 開館： 9時～17時 

tel:0749-46-2266 IP:050-5801-2266 

湖東図書館 開館：10時～18時 

（木曜日のみ 20時まで） 

tel:0749-45-2300 IP:050-5801-2300 

fax:0749-45-3343 

 

図書館ホームページ→ 

各館の開館時間・連絡先 

永源寺・愛東 

インターネットで、図書館の資料を検索したり 

本や雑誌のバックナンバーを予約することができます。 

右の QR コードから、図書館ホームページにアクセスし

てみてください。 

※予約には図書館で発行するパスワードが必要です 

** ごぞんじですか ** 

  はお休み 

  （第４金曜日は原則整理休館日） 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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９月 １０月

愛東図書館は、愛東コミュニテ

ィセンターの電気工事のため 

10月３日（木）～11日（金）の 

間、臨時休館いたします。 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26

29 30 27 28 29 30 31

９月 １０月



を押さえてわかり説。集中力アップ、疲労回復などテーマ別のバランス◎な定食レシピ 25種

類に加えて、試合前の勝負めし、お弁当作りのコツ、おすすめの手作りデザート＆ドリンク

も 20年にわたり、東京・吉祥寺でギャラリーとパン屋を営んでいる引田かおりさん。様々な

ジャンルの作家と交流し、「美味しい」と「素敵」に出会える場を提供しています。 

そんな引田さんが還暦を過ぎて、日々の暮らしの中で“これがあるからだいじょうぶ”と

思えるものや言葉や人について綴ります。みんな一人一人が懸命に生きているのだから、渦

中にいるときがすごく大変でも、「なんとかなったなぁ」と思える時がいつか来ると信じてほ

しい、そんな思いがこもった引田さんの言葉に励まされます。 

 

 

 

紹介されています。頑張る子どもたちを応援するお助け本です。 

 

 

 

 

 

 

あたらしくはいった本（永源寺・湖東・愛東図書館に入った主なものを紹介します）

くらし・健康 

ゆるして！糖尿病 白澤 卓二／医学監修 主婦の友社 

黴の生えた病棟で ルポ神出病院虐待事件 神戸新聞取材班／著 毎日新聞出版 

頭痛専門外来へ行こう！ 金中 直輔／著 現代書林 

うちの子、ゲームして動画ばっかり見てますけど大丈夫ですか！？ アベ ナオミ／マンガ ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

病理医が切実に伝えたい病気の仕組みと予防の正解 峰 宗太郎／著 マガジンハウス 

 

 

 

 

  

                 

                                                

今日から変わるわたしの２４時間 Ｅｍｉ／著 大和書房 

１年中楽しめるかぎ針編みのショール  アップルミンツ 

サンリオキャラクターズのフェルトマスコット＆リース Ｅｒｉｋｏ Ｔｅｒａｎｉｓｈｉ／著 アップルミンツ 

ロジカルダイエット 清水 忍／著 幻冬舎 

心も体も強くなる成長期応援！ぐんぐんレシピ 小泉 勇人／著 幻冬舎 

６０歳からのおいしい完全食 荻野 恭子／著 家の光協会 

うちで作るから最高においしい！から揚げつくねギョウザ春巻きの本 藤井 恵／著 主婦と生活社 

インテリアの基本がわかる小さなスペースで楽しむ模様替え 能登屋 英里／著 翔泳社 

息子が生まれてすぐシングルファザーになった僕の３６５日ワンオペ日記 二か月のパパ／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 
 
社会・教育・福祉 

検証政治とカネ 上脇 博之／著 岩波書店 

戦争ミュージアム 梯 久美子／著 岩波書店 

「本当に」使える遺言書の取扱説明書 佐山 和弘／著 中央経済社 

   

                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                 

選択的夫婦別姓 寺原 真希子／著 岩波書店 

消費者金融ずるずる日記 加原井 末路／著 三五館シンシャ 

図解いちばん親切な生前整理と手続きの本 中村 麻美／著 ナツメ社 

Ｑ＆Ａと事例でわかる障害のある子・引きこもりの子の将来のお金と生活 渡部 伸／著 自由国民社 

 『 ととのうおかゆ３６５日 』          鈴木 かゆ／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ  
お粥研究家の著者が、その日の体調に合わせて作ってきたお粥を1冊にまとめた本。

日本、台湾、韓国ほかアジアのお粥やオリジナルのお粥365品の写真とレシピを紹介。 

塩こうじ粥や山芋だんご粥などのからだによさそうなものから、フルーツのせおから粥

やヤギミルク粥などの変わり種まで、作り方にも味にもこだわった、おいしいそうなお粥

ばかり。一年中いろいろな食材を合わせて楽しく自由に作って、からだとこころを「とと

のえる」ことができます。基本のお粥の作り方はプロセス写真入りでわかりやすく説明さ

れているので、気軽に挑戦してみては。 

   

『 私の実家が売れません！ 』          高殿 円／著 エクスナレッジ   

築７５年、足の踏み場がないほどの荷物、再建築不可物件（法的な義務を満たしていな

いので、新しい建物を建てることができない土地のこと）……。そんなプロの不動産屋に

も取引を断られたワケあり物件な祖父の実家を、作家の著者が自分の手で売るまでの記

録です。業者には数十万円かかると言われた荷物たちを少ない出費ですばやく片づけた

方法や、素人の著者が実家の買い手をみつけた方法など、著者の知恵と行動力には驚く

ばかり。また、監修者であるファイナンシャルプランナーによる相続や登記などについての

簡単な解説もあり、役立つ情報が満載です。 

   



 

 

子どもと大人の福祉制度の歩き方 浜内 彩乃／著 ソシム 

学童保育ハンドブック 全国学童保育連絡協議会／編 ぎょうせい 

家族全員でいじめと戦うということ。 さやけん／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

自分にあった方法が見つかる！勉強法図鑑 西岡 壱誠／著 ＴＡＣ株式会社出版事業部 

 

自然・ビジネス・産業 

自分ごとのサイバーセキュリティ 平山 敏弘／著 ビジネス教育出版社 

経済用語イラスト図鑑 鈴木 一之／監修 新星出版社 

ＣｈａｔＧＰＴビジネス活用アイディア事典 イサヤマ セイタ／著 ＳＢクリエイティブ 

インボイスの困ったをまとめて解決できる本 中村 太郎／監修 晋遊舎 

『 かわと生きる 』 上吉川 祐一／著            ulus publishing 

皮革産業が盛んな兵庫県たつの市。15年にわたり、革なめしの職人たち（「タンナー」と      

いいます）の撮影を続けてきた地元出身の写真家が、牛の「皮」が「革」となるまでの工程を                

丁寧に追いかけた写真集です。SDGsや環境保護の観点から、革製品について気になる 

方もおられるかもしれませんが、兵庫県製の牛革には、北海道や海外で食肉として屠畜さ                

れた牛の皮が使われているそうです。洗う、裁つ、鞣す、染める、干す……多くの職人が、 

ひとつひとつ丁寧に作業する姿には、いただいた「いのち」への敬意を感じます。          
 

南極せんせい 北澤 佑子／著 プレアデス出版 

深海の楽園 藤岡 換太郎／著 筑摩書房 

野生生物は「やさしさ」だけで守れるか？ 朝日新聞取材チーム／著 岩波書店 

死の商人 岡倉 古志郎／著 講談社 

よくわかる最新次世代電池の基本と仕組み 齋藤 勝裕／著 秀和システム 

シン・オーガニック 土壌・微生物・タネのつながりをとりもどす 吉田 太郎／著 農山漁村文化協会 
 
芸術・趣味 

写真うつりが劇的に良くなる美映え習慣 松原 立恵／著 オレンジページ 

わからないままの民藝 朝倉 圭一／著 作品社 

小泉今日子と岡崎京子 米澤 泉／著 幻冬舎 

チャップリンが見たファシズム 大野 裕之／著 中央公論新社 

１０代を支えるスポーツメンタルケアのはじめ方 小塩 靖崇／著 大和書房 

パリオリンピック２０２４全記録  毎日新聞社 

シェルパ斉藤の山小屋２４時間滞在記 斉藤 政喜／文・写真 山と溪谷社 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 空旅ごよみ 365日  航空写真家の旅の愉しみ方・機窓から眺める空と大地 』  

ルーク・オザワ／著 誠文堂新光社
 

中学時代に初めて乗った旅客機に感動して以来、カメラ片手に羽田空港に通い始めた

著者。その後、30代で旅客機を専門とする航空写真家となり、65歳の現在までの搭乗

回数は 2300回を超えるそうです。窓側に空いている席がなければ別の便に変更し、上

空では眠ることなく、外を見続けるのが基本。これまでに撮影した機窓からの景色や滑走

路などの写真を、１日１枚ずつ 365日分の形にまとめた写真集です。色鮮やかで雄大な

景色、四季折々の富士山、風景とコラボする機体の姿など、ため息の出るような美しさに

出会えます。飛行ルートをはじめ、シャッター速度や、レンズの絞り値、機内での座席（撮影

位置）も記載しています。 

 

   

なめ 

   



ことば・文学・小説 

つれづれ語学日記 こまき ときこ／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

「言いたいこと」から引けるオノマトペ辞典 西谷 裕子／著 東京堂出版 

けんごの小説紹介 けんご／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

吉本隆明詩集 吉本 隆明／著 岩波書店 

３０日ｄｅ源氏物語 三宅 香帆／著 亜紀書房 

土左日記 紀 貫之／著 河出書房新社 

 

                             
 

 

 

 

       

バーニング・ダンサー   超能力を持つ殺人犯と、公安部の戦いが始まる。新感覚警察ミステリ 阿津川 辰海／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

息のかたち  ある日、不思議な力に目覚めた夏実は…。コロナ禍の「青春のかたち」を描く短編集 いしい しんじ／著 講談社 

明智恭介の奔走 事件を求めて名刺を配り歩く明智。はたして小説のような事件に出会えるのか 今村 昌弘／著 東京創元社 

転の声   うまく歌えなくなったバンドのボーカルが手を出したのは、「転売」だった。芥川賞候補作 尾崎 世界観／著 文藝春秋 

武田の金、毛利の銀  信長の命が下った。敵地に潜入し、金銀の産出量を示した台帳を確認せよ 垣根 涼介／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

あなたを待ついくつもの部屋       帝国ホテルの会報誌で連載された、４２の短編集 角田 光代／著 文藝春秋 

銀色のステイヤー   破天荒な競走馬は、騎手、馬主、調教師、取り巻く人間の運命を変えてゆく 河﨑 秋子／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

狐花           奥女中が巻き込まれた幽霊騒動を解決するため、宮守・中禪寺が動く。時代ミステリ 京極 夏彦／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

骨と肉  続けざまにおこる死体遺棄事件。千葉県警の八島は、20年前の事件との類似点に気づく 櫛木 理宇／著 双葉社 

万、已むを得ず  渋沢栄一の孫にして日本銀行総裁、大蔵大臣を務めた渋沢敬三の生涯を描く 幸田 真音／著 ＰＨＰ研究所 

縁談     腕利きの同心・井原は、持ち込まれる事件に縁談にと大忙し。時代劇捕物・新シリーズ 小杉 健治／著 コスミック出版 

バタン島漂流記 難破による遭難、それが試練の始まり。史実の海難事故を元にした歴史冒険小説 西條 奈加／著 光文社 

暗殺        元総理大臣が凶弾に倒れた。その場で取り押さえられた男は本当に犯人なのか？ 柴田 哲孝／著 幻冬舎 

月ぬ走いや、馬ぬ走い 盆のある日、少年少女の前に 78年前に死んだ日本兵の亡霊が現れる 豊永 浩平／著 講談社 

夜と跳ぶ   カメラマンの与野は、スケートボード金メダリストの少年に出会う。スポーツ青春小説 額賀 澪／著 ＰＨＰ研究所 

邪行のビビウ         紛争が泥沼化する国で、死者を操る力を持つ少女は独りあらがう 東山 彰良／著 中央公論新社 

捨てられた僕と母猫と奇跡       うつ病の僕と、僕を支えてくれた保護猫テコの物語 船ヶ山 哲／著 プレジデント社 

わたしの知る花 孤独死した知り合いの老人を調べるうち、女子高生の安珠は意外な過去を知る 町田 そのこ／著 中央公論新社 

宇宙に花火を。   世界中の人を笑顔にしたいという夢を持つ青年は、Youtubeと出会い… 松井 尚斗／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

籠の中のふたり 弁護士・村瀬は事件を起こした従兄弟の身元引受人となり、共に暮らし始めるが 薬丸 岳／著 双葉社 

トヨタの子       タイムスリップした章男は、祖父にしてトヨタ自動車の祖・豊田喜一郎に出会う 吉川 英梨／著 講談社 

眠れぬ夜のご褒美     「夜食」にまつわる人間ドラマを描く、心もお腹も満たすアンソロジー 標野 凪 ほか／著 ポプラ社 

戸惑いの捜査線     今野敏や乃南アサなど７人の作家による、警察ミステリーアンソロジー 佐々木 譲ほか／著 文藝春秋 

消費される階級          日本における階級意識とは。エッセイストが鋭い視点で描く 酒井 順子／著 集英社 

パーティーが終わって、中年が始まる   定職も家族も持たない著者が、人生に向き合う ｐｈａ／著 幻冬舎 

もう一度、泳ぐ。  18歳で白血病発病後、不屈の精神で五輪出場に至るまでの水泳選手の記録 池江 璃花子／著 文藝春秋 

ソヨンドン物語              韓国中間層の現実をリアルに描いた、リアリズム連作小説 チョ ナムジュ／著 筑摩書房 
 

ほかの図書館で所蔵している本や貸出中の本には、予約ができます。くわしくはもよりの図書館へおたずねください。 

『 銀河の図書室 』                 名取 佐和子／著 実業之日本社 

いつも陽気な風見先輩が、突然学校に来なくなった。いったいなぜ？ 『ほんとうの幸いは、 

遠い』『ムイムイ』。先輩が残した言葉は、宮沢賢治に関係があるらしい。この言葉の謎が解けれ

ば、理由がわかるかもしれない。高校の図書室で宮沢賢治を研究するイーハトー部の部員たち

は、宮沢賢治の詩や物語のページをめくりながら、先輩に何があったのか探り始めた。 

 文化祭のビブリオバトル、学校の図書室での夏合宿、修学旅行、そして感動の卒業式。悩み、

傷つきながら、きらめくような学校生活を駆け抜ける高校生たちの姿が眩しい青春小説。 

   


